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海岸事業の再評価項目調書 

事業名 皆生海岸保全施設整備事業 事業主体 中国地方整備局 

所在地 鳥取県米子市皆生から境港市 

事業概要 事業の目的： 

皆生海岸は、白砂青松の景勝地であり、皆生温泉を中心に住民の憩いの場となっている。また、

境港に代表されるように沿岸漁業の場としても重要な海域である。しかし、大正末期からこの海岸

に流れ込む日野川からの流出土量が著しく減少したため、皆生温泉付近の海岸線の後退が顕在化し

てきた。また、それに伴う海岸災害も多発しており、幾度となく背後地の人命および財産が危険に

さらされてきた。 

そこで、国土の保全（侵食対策）、環境の保全（自然環境保全）、利用の促進（海岸空間利用）

を目的として、海岸保全施設の整備事業を実施する。 

 

事業の内容および諸元： 

【皆生工区】 

施工延長  ：Ｌ＝3,320m 

海岸保全事業：護岸2,272m・根固2,676m・突堤33基（S35～S53） 

離岸堤12基（S46～H57）、緩傾斜護岸150m（H5～H7） 

離岸堤補強3基（H14）、飛砂対策80m（H10～H11） 

養浜20,000m3（H11） 

施設改良（既設離岸堤の人工リーフ化）12基（H14～） 

 

【両三柳工区】 

施工延長  ：Ｌ＝2,450m 

海岸保全事業：護岸50m・根固35m・突堤9基（S52～S59） 

離岸堤3基（H6～H10）、管理用通路240m、緩傾斜護岸90m（S60） 

養浜20,000m3（H10）、養浜（緩傾斜護岸）400m（H11～） 

 

【夜見・富益工区～境港工区】 

施工延長  ：夜見・富益工区Ｌ＝3,180m、境港工区Ｌ＝1,670m 

海岸保全事業：サンドリサイクル（養浜量1,500,000m3）（H8～） 

人工リーフ5基（H15～）、捕砂突堤1基（将来計画） 

事業期間 皆生工区   ：昭和35年～ 

両三柳工区  ：昭和52年～ 

夜見・富益工区：平成 8年～ 

境港工区   ：平成 8年～ 

総事業費 全体事業費  ：約328億円

皆生工区   ：約123億円

両三柳工区  ：約 41億円 

夜見・富益工区：約145億円

境港工区   ：約 20億円 

既投資額 

(H14年度末まで)

 

 

全体事業費  ：約120億円（進捗率：36％）

皆生工区   ：約 68億円（進捗率：55％）

両三柳工区  ：約 36億円（進捗率：87％）

夜見・富益工区：約 16億円（進捗率：11％）

境港工区   ：  0億円（進捗率： 0％）

再
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関する視

点 

ア）事業をめぐる社会情勢の変化 

＜事業目的に関する諸条件＞ 

1）現状での課題と対応 

・離岸堤沖合の海岸侵食に起因する離岸堤崩壊に伴う背後地の侵食 

     → 施設改良（既設離岸堤の人工リーフ化）；H14から着手 

 



 

 

事業名 皆生海岸保全施設整備事業 事業主体 中国地方整備局 
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・皆生温泉という観光拠点における海岸環境の低下 

→ 施設改良（既設離岸堤の人工ーフ化）；H14から着手 

・西側区域への侵食の伝搬 

→ 漂砂移動機構に着目した夜見・富益工区の侵食対策 

サンドリサイクル；H8から着手 

人工リーフ；H15から着手 

補砂突堤     

  

2）災害発生時の影響 

①被害家屋数   ：侵食家屋数…1戸（家屋0戸、事業所1戸、農漁家0戸） 

浸水家屋数…1,332戸（家屋1,085戸、事業所209戸、農漁家38戸）

②被害面積    ：侵食面積…445,800m2 

浸水面積…5,286,010m2 

③重要な公共施設 ：国道４３１号、ゴミ処理場 

④災害弱者関連施設：養護老人ﾎｰﾑ、精神薄弱者厚生施設、病院、心身障害者福祉ｾﾝﾀｰ等 

⑤その他     ：皆生海岸、白砂青松 

 

3）過去10年間の災害実績 

発生洪水年月日 

（要因） 
被災状況 海岸保全施設の損傷 

平成4年4月13日 

 

侵食延長：0.6km 

侵食面積：0.4ha 

離岸堤の沈下、散乱 

平成9年9月17日 

（台風19号） 

侵食延長：1.2km 

侵食面積：1.5ha 

離岸堤の沈下、散乱 

海

岸

被

害

の

実

績 平成10年9月 

（台風5号） 
－ 

土塁崩壊 

緩傾斜護岸崩壊 

 

4）災害発生時の危険度 

①年間侵食速度       ：皆生工区…3.2m／年、 両三柳工区…2.5m／年 

夜見・富益～境港工区…2.4／年 

②汀線後退量        ：過去、汀線後退量が200m以上と大。 

③災害の危険性の高い自然条件：急勾配（i＝1／10以上）で、外洋に面している。 

現状（i＝1／15） 

 

＜地域状況＞ 

1）地域開発の関連 ：弓ヶ浜公園（Ｈ10年開園、両三柳工区） 

観光地引綱（5～9月、夜見・富益工区） 

 

2）地域の協力体制 ：米子市、境港市、自治会、漁協等と関連事業の調整を行い、事業を実施

している。 

「弓ヶ浜海岸保全問題等調査特別委員会」 

 

3）関連事業    ：Ｈ3…弓ヶ浜複合リゾートカントリー基本計画策定 

Ｈ8…健康海岸に指定 
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4）地域の社会的評価：白砂青松100 選、日本の渚100 選、日本の水浴場88 選に選ばれ、海岸

保全の要望は高い。 

砂浜復元による海岸利用客の増大。 

 
＜国土保全＞ 

  皆生海岸は、地震、台風及び冬期風浪等の厳しい自然条件に置かれており、津波、高潮、波浪

等による災害や海岸侵食等に対して脆弱性を有している。このような背景の中、海岸の背後に集

中している人命や財産を災害から守るとともに国土保全を図るために海岸整備が必要である。 

 

イ）費用対効果分析 

＜費用対効果＞ 

1）年平均侵食速度 

・皆生工区      …3.2m／年 

・両三柳工区     …2.5m／年 

・夜見・富益～境港工区…2.4m／年 

 

2）防護区域内諸量（海岸保全施設整備事業による防護効果） 

①侵食：防護面積445,800m2 

（宅地5,610m2、農地0m2、林地95,190m2、道路9,210m2、砂浜335,790m2） 

防護家屋数1戸（家屋0戸、事業所1戸、農漁家0戸） 

②浸水：防護面積5,286,010m2（宅地105,010m2、田んぼ2,278,000m2、畑2,903,000m2） 

防護家屋数1,332戸（家屋1,085戸、事業所209戸、農漁家38戸） 

※浸水家屋数および浸水面積は、1／50年確率波に対する想定値である。 

 

3）総便益Ｂ 

 便 益 

侵  食 44 億円 

浸  水 1,929 億円 

総 便 益 1,973 億円 

※評価基準年は、H14年度とした。 

 

4）総費用Ｃ 

 費 用 

想定事業費 342 億円 

想定維持管理費 24 億円 

総 費 用 366 億円 

※評価基準年は、H14年度とした。 

 

5）便益費用比（Ｂ／Ｃ） 

便益費用比（Ｂ／Ｃ） 侵食 浸水 侵食＋浸水 

皆生海岸全体 0.1 5.3 5.4 

 

以上より、費用対効果分析結果 Ｂ／Ｃ＝５．４    
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ウ）事業の進捗状況 

1)事業の主経 

昭和35年4月   ：皆生および日吉津工区が直轄工事区域の指定を受け、突堤・護岸等保

全施設の整備に着手。 

昭和46年     ：離岸堤建設に着手（皆生工区）。 

昭和52年6月   ：両三柳工区を直轄編入。突堤建設に着手。 

昭和57年     ：皆生工区の離岸堤12基完成。 

昭和59年     ：両三柳工区の突堤9基完成。 

昭和63年     ：日吉津工区が「ＣＣＺ整備計画」の認定を受ける。 

平成 6年     ：日吉津工区の離岸堤16基完成。 

平成 7年2月   ：夜見・富益工区において、サンドリサイクル試験実施に着手。 

平成 8年5月   ：夜見・富益工区および境港工区を直轄工事区域に編入。 

平成 8年9月   ：日吉津工区（3,260m）を鳥取県に移管。 

平成15年3月   ：夜見・富益工区において、人工リーフ建設に着手。 

 

2）事業の進捗状況（平成14年度末まで） 

【皆生工区】 

・護岸2,272m  （進捗率100％）   ・根固2,676m   （進捗率100％） 

・突堤33基  （進捗率100％）   ・離岸堤12基  （進捗率100％） 

・緩傾斜護岸150m （進捗率100％）   ・離岸堤補強3基  （進捗率100％） 

・飛砂対策80m  （進捗率100％）   ・養浜20,000m3  （進捗率100％） 

・施設改良12基  （進捗率8.3％） 

【両三柳工区】 

・護岸50m   （進捗率100％）   ・根固35m   （進捗率100％） 

・突堤9基   （進捗率100％）   ・離岸堤3基   （進捗率100％） 

・管理用通路240m （進捗率100％）   ・緩傾斜護岸90m  （進捗率100％） 

・養浜20,000m3  （進捗率100％）   ・養浜(緩傾斜護岸)400m（進捗率61.2％）

【夜見・富益～境港工区】 

・ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ 1,500,000m3（進捗率11.6％）  ・人工リーフ5基   （進捗率 9.8％）

・捕砂突堤1基  （進捗率  0％） 

 



 

 

事業名 皆生海岸保全施設整備事業 事業主体 中国地方整備局 

②事業進

捗の見込

み 

 

【皆生工区】 

・海岸保全施設（護岸、突堤、離岸堤等）の建設、施設補修（離岸堤補強）および養浜は、当初

計画通り事業を終了した。 

・平成14年度開始の施設改良（既設離岸堤の人工リーフ化）事業は、順調に進捗しており、現計

画通りの事業完了を目指す。 

 

【両三柳工区】 

・海岸保全施設（護岸、突堤、離岸堤等）の建設および養浜は、当初計画通り事業を終了した。

・平成11年度開始の養浜（緩傾斜護岸）事業は、順調に進捗しており、現計画通りの事業完了を

目指す。 

 

【夜見・富益～境港工区】 

・平成8年度より開始したサンドリサイクル事業および平成15年度開始の人工リーフ建設事業は、

順調に進捗しており、現計画通りの事業完了を目指す。 

・捕砂突堤の建設は、現時点では計画段階であるが、具体的計画内容を公表し、関係者の同意を

得て早期に工事着手を図り、現計画通りの事業完了を目指す。 
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①および②の観点による再評価から、代替案を検討する必要はないと考えている。 

 

なお、事業の執行にあたっては、以下のようなコスト縮減対策を実施および計画している。 

＜コスト縮減＞ 

・皆生工区における既設離岸堤の一部を人工リーフへの構成材料に転用する。 

 

今後の対応方針 継続 

皆生海岸保全施設整備事業を継続する。 

 



◆皆生海岸の概要

　皆生海岸は、鳥取県西部に位置する弓ヶ浜半島の海岸全体の総称で、東は淀
江漁港から日野川の河口を含み、西は境港までの約16kmの範囲である。このうち、
直轄保全区域は、皆生工区～境港工区にかけての延長10.62kmである。



皆生工区
◆現地写真

両三柳工区

境港工区

夜見・富益工区



◆災害被害

主要な災害被害

波に洗われる１号源泉（昭和９年９月） 波に倒壊する薬師堂（昭和１３年９月） 日吉津突堤災害状況（昭和３６年）

淀江堤防被災（昭和４５年１月） 皆生工区の砂浜侵食（平成１０年９月） 夜見・富益工区の船小屋流出（平成１０年９月）



◆汀線の経年変化状況

　皆生海岸は、日野川上流で行われて
いた「かんな流し」が行われなくなってか
ら、波浪による侵食が顕在化してきた。

①
②

③

④

①皆生工区 ②両三柳工区

③夜見・富益工区 ④境港工区



◆離岸堤沖合における海岸侵食の顕在化

　皆生工区では、離岸堤の設置に伴い、離岸堤沖合における侵食が顕在化
している。

離岸堤沖合部の代表的な侵食（皆生工区）

沖合方向距離（ｍ）

現況横断図【NO.4】
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平成元年から平成１２年までの後退量
　３６．１ｍ／１１年＝３．２８ｍ／年（岸沖方向）
　　１．２ｍ／１１年＝０．１１ｍ／年（水深方向）

　　　　　離岸堤沖合の侵食が著しい。



◆離岸堤設置による海岸環境の悪化

　皆生工区では、離岸堤の設置に伴い、海岸侵食は防止され、砂浜の回復
に成功した。しかしながら、その離岸堤は、剥き出しのコンクリートブロックを
据え付けたものであるため、海岸景観を損なう結果となった。



◆事業の概要

　●事業の目的

　皆生海岸では、大正末期からこの海岸に流れ込む日野川からの流
出土砂量が著しく減少したため、皆生温泉付近の海岸線の後退が顕
在化してきた。また、それに伴う海岸災害も多発しており、幾度となく
背後地の人命および財産が危険にさらされてきた。
　そこで、国土の保全（侵食対策）、環境の保全（自然環境保全）、利
用の促進（海岸空間利用）を目的として、海岸保全施設整備事業を
実施する。

　●計画諸元

　・計 画 区 間 　　：　鳥取県米子市皆生～境港市
　・計 画 延 長 　　：　10,620m
　・計 画 堤 防 高　：　T.P.+4.50m
　・計 画 波 高 　　：　沖波波高H0＝6.34m
　・計 画 高 潮 位　：　T.P.+0.964m
　・事 業 着 手 年　：　昭和35年
　・全 体 事 業 費　：　約328億円



◆海岸保全施設の整備状況

工区 整備延長 全体計画
平成14年末の

整備状況
将来計画

事業進
捗率

皆生工区 3,320m

護岸・根固・突堤
離岸堤・緩傾斜護岸

離岸堤補強・飛砂対策
養浜・施設改良

護岸・根固
突堤33基

離岸堤12基
緩傾斜護岸150m
離岸堤補強3基

養浜

施設改良
(既設12基の離岸
堤の人工ﾘｰﾌ化)

55 ％

両三柳工区 2,450m

護岸・根固・突堤
離岸堤・管理用通路

緩傾斜護岸
養浜

養浜(緩傾斜護岸)

離岸堤3基
突堤9基

緩傾斜護岸
養浜

養浜(緩傾斜護岸) 87 ％

夜見・富益
～

境港工区

3,180m
1,670m

ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ
人工リーフ
捕砂突堤

ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ
ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ
人工ﾘｰﾌ5基
捕砂突堤1基

11 ％

全体 10,620m 上記の内容 上記の内容 上記の内容 36 ％



◆現在実施中の主要事業の状況［皆生工区］

　・事業着手：昭和35年～
　・整備内容：H14年度末迄 ‥護岸2,272m、根固2,676m、突堤33基、
　　　　　　　　　 　　　　 離岸堤12基、緩傾斜護岸150m、
　　　　　　　　　　　　　　離岸堤補強3基、飛砂対策80m、
　　　　　　　　　　　　　　養浜20,000m3

　　　　　　　計画整備事業‥施設改良12基（既設離岸堤の人工ﾘｰﾌ化）
　・進捗状況：55％

施設改良構造（案）

昭和46年離岸堤１基完成時

昭和59年離岸堤１2基完成時



◆現在実施中の主要事業の状況［両三柳工区］

　・事業着手：昭和52年～
　・整備内容：H14年度末迄 ‥護岸50m、根固35m、突堤9基、離岸堤3基、
　　　　　　　　　　 　　　 管理用通路240m、緩傾斜護岸90m、
　　　　　　　　　　　 　　 養浜20,000m3

　　　　　　　計画整備事業‥養浜（緩傾斜護岸）400m
・進捗状況：87％



◆現在実施中の主要事業の状況［夜見・富益工区～境港工区］

　・事業着手：平成8年～
　・整備内容：H14年度末迄 ‥サンドリサイクル養浜量30,000m3／年
　　　　　　　計画整備事業‥サンドリサイクル1,500,000m3

　　　　　　　　　　　　　　人工リーフ5基（夜見・富益工区）
　　　　　　　　　　　　　　捕砂突堤（境港工区）
　・進捗状況：11％

　夜見・富益の侵食状況（H10）

サンドリサイクル量

30,000m3／年

　夜見・富益の侵食状況（H9）

侵食前海浜

20m



◆現在実施中の主要事業の状況［夜見・富益工区～境港工区］

人工リーフ 平面図

堤長 Lr=200m 開口幅 Wr=50m

天端幅 Wr=50m

離岸距離 Ｙ=120m

波のエネルギー

人工リーフ

境港公共ﾏﾘｰﾅ

県突堤

沿岸漂砂→小（ブレーキ）

沿岸漂砂 突堤による低減

人工リーフによる低減

堆積

サンドリサイクル

投入

サンドリサイクル事業効果のイメージ

汀線維持

大

小

竹

内

工

業

団

地

至

境
港

至

米
子

人
工
リ
ー
フ

国
道
４
３
１
号

夜
見
・富
益
工
区

侵
食
区
域

0m3

5,000m3

10,000m3

15,000m3

20,000m3

25,000m3

30,000m3

なし ３基 ５基

　人工リーフ設置基数とリサイクル量グラフ
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